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【足立区地域包括ケアシステム推進会議】概要 

会 議 名 令和４年度 第１回 足立区地域包括ケアシステム推進会議 

事 務 局 福祉部高齢者施策推進室地域包括ケア推進課 

開催年月日 令和４年 ６月２日（木） 

開 催 時 間 午後 ２時 ～ 午後 ３時３０分 

開 催 場 所 シアター１０１０（北千住マルイ）ギャラリーＡ・Ｂ 

出 席 者 

酒井 雅男 会長 白川 泰之 副会長 山中 崇 副会長 

大口 達也 副会長 久松 正美 委員 花田 豊實 委員 

和田 庸右 委員 川崎 広太 委員 鵜沢 隆 委員 

伊藤 好美 委員 小島 直樹 委員 尾上 太 委員 

青田 明子 委員 松井 敏史 委員 大竹 吉男 委員 

中島 毅 委員 茂出木 直美 委員 村岡 孝次 委員 

和田 忍 委員 鈴木 香世 委員 依田 保 委員 

宮本 博之 委員 馬場 優子 委員 田中 靖夫 委員 

神山 和洋 委員   

欠 席 者 

永田 久美子 副会長 粟田 主一 副会長 髙田 潤 委員 

太田 重久 委員 鈴木 康大 委員 浅野 麻由美 委員 

鮎川 博司 委員 中村 輝夫 委員  

会 議 次 第 別紙のとおり 

資 料 

・次第 

・足立区地域包括ケアシステム推進会議資料 

・委員名簿 

そ の 他 
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○神家満計画推進担当係長 

 では、定刻でございますので、ただい

まから令和４年度第１回足立区地域包括

ケアシステム推進会議を開催させていた

だきます。 

 本日はお忙しい中、ご出席いただきま

して、誠にありがとうございます。 

 私は本日、佐藤の代わりに司会を務め

させていただきます地域包括ケア推進課

の神家満と申します。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 次に本日の資料の確認をさせていただ

きます。お配りしております資料の１枚

目、足立区地域包括ケアシステム推進会

議次第、１枚めくっていただいて、次は

委員名簿。次めくっていただいて、席次

表となっております。 

 次にもう１枚めくっていただいて、議

題１の諮問に係る資料として、そちらか

らページ番号を振らせていただいており

ます。ページ番号１番、「地域包括ケアシ

ステム推進会議部会について（諮問案）」、

続きまして、ページ番号２ページから５

ページ、「メディカルケアステーション

の活用促進について」、ページ番号６ペ

ージから７ページ、「オンラインを活用

した介護予防について」、ページ番号８

ページから９ページ、「（仮称）認知症検

診の開始について」、ページ番号１０ペ

ージから１１ページ、「地域包括ケアセ

ンターの委託業務評価の実施について

（令和４年度）」、続きまして議題２の報

告に係る資料です。ページ番号１２ペー

ジから１４ページ、「（仮称）江北健康づ

くりセンターの概要について」、ページ

番号１５ページから１９ページ、「高齢

者のフレイル予防事業『食べてフレイル

予防』の実施について」、ページ番号２０

ページから２３ページ、「９月認知症月

間の取組について」、ページ番号２４ペ

ージから２５ページ、「地域包括支援セ

ンター支援システムの導入について」。 

 資料については以上でございます。不

足等ございましたら、事務局のほうにお

声がけください。よろしいでしょうか。 

 本日の会議は、足立区地域包括ケアシ

ステム推進会議条例第７条により、委員

の過半数の出席により成立いたします。

現在過半数に達しており、この会議が成

立いたしますことをご報告いたします。

皆様からの活発なご意見、ご質問を頂く

ため、迅速な会議進行にご協力いただき

ますよう、よろしくお願いいたします。

なお、ご発言の際には、係の者がマイク

を持ってお席まで伺いますので、お手数

ですが、挙手にて合図をお願いいたしま

す。また、この会議の会議録は公開する

こととなっております。記録の関係上、

ご発言の前にはお名前をお願いいたしま

す。 

 それでは酒井会長、開会のご挨拶をお

願いいたします。 

○酒井会長 

 皆さん、こんにちは。ちょっと離れた

席なのですけれども、ある意味で安全な

会議ですので、よろしくお願いいたしま

す。 

 本日は、久しぶりに皆さんにお集まり

いただいて開催される推進会議になりま

す。１年ぶりぐらいかもしれませんね。 

 本日は各推進部会の令和４年度の取組

について話を、皆さんのご意見を頂くと

いう非常に大切な機会になりましたので、

皆さんよろしくお願いいたします。 

 それから本日は、この会議の在り方、

今後どのように進めるかという点につい
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ても皆さんのご意見等伺うという会議に

なっております。また、これまで書面開

催ということが続いていたわけですけれ

ども、様々な事業が進んでいました。そ

の事業について、本日報告という形で、

またお話もお伺いするということになり

ますので、皆さんの活発なご意等見を頂

ければと思います。それでは、本日、よろ

しくお願いいたします。 

○神家満計画推進担当係長 

 酒井会長、ありがとうございました。

今回、約２年ぶりの対面形式の開催であ

り、昨年度の委員の皆様の改選もござい

ましたことから、本来であればお１人お

１人からご挨拶を頂きたいところではご

ざいますが、お時間が限られております

ので、お手元に配付いたしました委員名

簿にてご紹介に代えさせていただきます。

何とぞご了承のほどお願いいたします。 

 それでは審議に入らせていただきます。

議事進行を酒井会長、よろしくお願いい

たします。 

○酒井会長 

 それでは審議に入らせていただきます。

今回の会議では次第の「議題」の１「諮問」

を中心に進めていきたいと思うのですが、

今後の取組の検討課題について重点を目

標に進めていきたいと思います。 

 それでは次第に沿って、第４回地域包

括ケアシステム推進会議の各部会への諮

問事項について、事務局から一括して説

明をお願いいたします。 

○柳瀬地域包括ケア推進課長 皆様、改

めましてこんにちは。私は地域包括ケア

推進課長の柳瀬でございます。本日はお

忙しい中、会議にご出席いただきまして

誠にありがとうございます。また、委員

の皆様におかれましては、日頃より足立

区の福祉行政に多大なるご理解、ご協力

を頂いておりますこと、感謝を申し上げ

ます。ありがとうございます。 

 それでは私から、次第に沿いまして説

明のほうをさせていただきます。以降、

着座にてご説明させていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、議題１の諮問でございます。

１ページ目、Ａ３の資料をお開きくださ

い。表題、令和４年度地域包括ケアシス

テム推進会議についての諮問案でござい

ます。こちら推進会議におきましては、

５つの部会の設置をしているところでご

ざいます。 

 令和４年度に関しましては、この５つ

の部会のうち、４つの部会を開かせてい

ただいて、４つの諮問事項につきまして

委員の皆様にご審議いただきたいと考え

ているところでございます。 

 まず左から、医療・介護連携推進部会

でございます。こちら記載の現状、今後

の課題ですとか、検討事項がございます。

ポイントを絞らせていただいて、ご説明

をさせていただきます。 

 まず、１つ目の「医療・介護連携推進部

会」でございますけれども、こちらにつ

きましては、今後ますます高齢者が増え

ていく中で、重要になってまいります医

療と介護の連携を高めていくというとこ

ろの取組の主なものとなってまいります。

医療の関係者、そして介護の関係者の皆

様も多職種の連携というところが非常に

重要になってくるところでございますけ

れども、このコロナ禍でこの２年間は、

なかなか動きが取れなかったというとこ

ろではございますけれども、今年度から

しっかりまた研修等も再開させていただ

いて取り組んでいきたいと考えてござい
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ます。 

 その中でＩＣＴを活用した取組という

ところでは、メディカルケアステーショ

ン、後ほど詳しくご説明させていただき

ますけれども、メディカルケアステーシ

ョンというものがございます。ＭＣＳと

呼ばれるものでございますけれども、こ

ちらは医療・介護の関係者の皆様用のＳ

ＮＳになってございます。分かりやすく

申し上げますと、皆様、スマホでアプリ

のＬＩＮＥを使っている方はいらっしゃ

ると思いますけれども、ＬＩＮＥのよう

なイメージになります。医療・介護の関

係者でつながっていただいて、情報共有

をしていただくツールになっているもの

でございます。そちらを活用して、なか

なかこれまで医療の関係者、それから介

護の関係者はお時間が合わなかったりす

るような関係で、電話でなかなか見えな

かったり、情報共有しにくかったという

ところもございましたので、ＩＣＴを活

用して情報共有を深めていただきたいと

考えているところでございます。 

 また令和６年度には、仮称でございま

すが、江北健康づくりセンターの竣工を、

予定をしてございます。こちらの目玉と

いたしましては、医療と介護の連携の拠

点になってくるところでございまして、

なかなかこの間、先ほど申し上げた多職

種の連携に当たっての研修等に当たりま

しては、場所が取れなかったりですとか、

そういうところがございましたけれども、

こちらの江北健康づくりセンターの中に

は、３００名が収容できる大研修室も設

けさせていただいて、医療と介護の皆様

の研修に使っていただいたりですとか、

各種会議に使っていただいて、今後のま

すますの在宅医療の発展に取り組んでい

きたいと考えているところでございます。 

 課題と検討事項のところは記載のとお

りでございますけれども、健康づくりセ

ンターの中に、仮称でございますが、医

療・介護情報・連携センターというもの

を設けたいと考えてございます。こちら

については今後、具体的に令和６年まで

の期間に機能等の中身を詰めていきたい

と考えているところでございます。 

 また、先ほどのＭＣＳにつきましては、

この間、モデル事業として取り組んでき

たところでございますけれども、これを

全区展開に向けて、全区展開に伴ってさ

らに連携を進めていきたいと考えている

ところでございます。 

 この医療・介護連携推進部会におきま

しては、下のところの「諮問１」と書かせ

ていただいてございますけれども、メデ

ィカルケアステーションの活用促進につ

きましてご検討いただきたいと考えてい

るところでございます。 

 次に２つ目の部会、右の「介護予防・日

常生活支援総合事業推進部会」でござい

ます。こちらにつきましては、介護予防

ということでできるだけ元気で長く高齢

者の方にはお過ごしいただきたいという

ところで、要介護状態に陥ることを防ぐ

ために、区では様々な教室事業を、講座

などを設けて実施してきたところでござ

います。ただ、こちらも残念ながらコロ

ナ禍の中で、昨年度、一昨年度につきま

しては、どうしても事業を中止しなけれ

ばならない時期がございました。 

 また、今後のところでございますけれ

ども、そのような形でなかなか対面で、

講座のような形だと対面でというところ

で今まで実施してきたところではござい

ますけれども、コロナ禍の中でも実施で
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きるようなものというところで、例えば

オンラインを新たに活用して、必要な対

応、事業ができないかというところで今、

中身について検討しているところでござ

います。 

 また併せまして、高齢者の方の栄養の

面でも、非常に栄養が重要になってまい

りますので、低栄養防止ということで、

そこについての支援を個々の、特に高齢

者、それから集団、様々な通いの場に集

まっていただける高齢者の方々に、低栄

養防止の支援を今後、新たにやっていき

たいと考えているところでございます。 

 こちらの部会におきましては、諮問２

でございます。介護予防での「オンライ

ンを活用した介護予防について」という

ところで、ご審議を頂きたいと考えてい

るところでございます。 

 続きまして、３つ目の部会でございま

す。「認知症ケア推進部会」でございます。

こちらにつきましては、高齢者が今後ま

すます増えていく中で、認知症も４人に

１人が認知症になっていくというような

ところの中で、地域で支え合っていくよ

うな、地域での理解を深めて、認知症の

方を支え合っていけるようなものを、認

知症サポーター養成講座ですとか、様々

な声かけ訓練等を通じて実施していきた

いと考えてございます。また認知症につ

きましては早期に発見をして、早期治療

に結びつけていきたいというところから、

今年度につきましては新たに認知症の検

診を実施していきたいと考えています。

そこで「諮問の３」でございます。仮称で

ございますが、認知症検診の開始につき

まして、委員の皆様にご審議を頂きたい

と考えてございます。 

 引き続きまして、４つ目の部会が「高

齢者の住まいの事業推進部会」というも

のがございます。こちらに関しましては、

一昨年に居住支援協議会という別の会議

体を立ち上げているところでございます。 

 委員のメンバーの皆様はほぼこちらの

部会と同様となってございまして、審議

いただいていることも重複するところが

ございますので、高齢者の住まいに関す

る取組につきましては、居住支援協議会

のほうでまず協議をさせていただいて、

その動向を踏まえてこちらの部会では対

応してまいりたいと考えております。 

 最後に５つ目の部会でございます。「地

域包括支援センター運営協議部会」でご

ざいます。こちらの地域包括支援センタ

ーにつきましては、足立区内に２５か所

の地域包括支援センターがございます。

こちらの運営について協議をしていただ

く場になっているところでございます。 

 今年度におきましては、「諮問の４」に

ございます、地域包括支援センターの委

託業務評価の実施についてご協議を頂き

たいと考えてございます。 

 こちらについては、令和４年度に本格

実施という形にさせていただきたいと考

えているところです。このため、令和３

年度までは試行の実施というところで、

中身を毎年度様々改良させていただきな

がら実施してきたところでございますけ

れども、いよいよ令和４年度、今年度か

ら本格実施に移行したいと考えているも

のでございます。 

 こちらの概要は以上でございます。 

 それぞれ諮問の１から４に関しまして、

詳細の説明をさせていただきたいと思い

ます。 

 それでは１ページ目をお開きください。

諮問の１でございます。「メディカルケ
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アステーションの活用促進について」で

ございます。こちら先ほど申し上げたと

おり、医療・介護の関係者向けのＳＮＳ

となってございます。具体的には高齢者

お一人お一人の患者様のグループをつく

っていただいて、ＬＩＮＥのような形で

様々、医療の関係者、介護の関係者に情

報を入れていただいて、情報共有ができ

るものになります。 

 恐れ入ります、３ページをお開きいた

だければと思います。具体的なイメージ

でございます。見づらくて申し訳ないの

ですけれども、こちらのような形で、医

療や介護の関係者の皆様で情報共有を図

っていただきながら、患者様にどのよう

な支援ができるかというところを皆様で

協議していただいて、取り組んでいただ

くようなものになってまいります。 

 このメディカルケアステーション（Ｍ

ＣＳ）に関しましては、令和元年度に実

施をいたしました梅田地区のモデル事業、

足立区における包括ケアシステムのモデ

ル事業の中での取組の１つとして試験で

運用させていただきました。それを受け

まして、令和２年度には、ＭＣＳの足立

区における運用ルールをつくらせていた

だきました。この運用ルールにつきまし

て、医療・介護関係者の皆様にもしっか

りご理解いただくためにホームページ等

に掲載させていただくとともに、利用勧

奨についても依頼をさせていただいたと

ころでございます。 

 このＭＣＳですが、令和３年度から足

立区医師会様のほうでも、以前のシステ

ムから切り替えて利用が進んでいるとこ

ろでございます。 

 ２ページにお戻りいただければと思い

ます。３のところで「利用促進策（案）」

とさせていただいておりますが、今後の

利用促進に当たりまして、関係者間で意

見交換に使っていただいたり、先ほども

申し上げた患者様に対しての情報共有だ

けではなくて、連絡ツールとしてまず使

っていただきたいというところと、さら

に利用勧奨を進めていく中で、様々な有

用性・有効性を知っていただくために説

明会等も開催させていただきながら、ぜ

ひ医療・介護の関係者の皆様に利用を進

めていただきたいと考えているものでご

ざいます。 

 引き続きまして、資料の６ページを御

覧いただければと思います。諮問の２で

ございます。「オンラインを活用した介

護予防について」でございます。 

介護予防でございますけれども、様々

な事業を行っております。そちらが先ほ

ど申し上げたとおり、残念ながら令和２

年度、３年度はコロナ禍の中で中止せざ

るを得ない時期がございました。そうい

った中でも高齢者の皆様、介護予防に取

り組みたいという声が多数寄せられてい

るところでもあります。そういった声に

しっかり応えさせていただくために、オ

ンラインを活用できる方には、ぜひこち

らのオンラインを活用した介護予防を利

用していていただいて、お一人でも取り

組めるようなものをしっかり進めさせて

いただきたいと考えてございます。 

 ６ページの３の「オンライン活用（案）」

のところに記載ございますけれども、まず

今年度、試行実施でＺＯＯＭを使って介

護予防事業をやってみたいと考えている

ところでございます。具体的には７ペー

ジに記載させていただいてございますけ

れども、まずは短い時間ではございます

が、１回３０分間の教室をまずそこで実



p. 7 

 

施したいと考えているところでございま

す。４のスケジュールでございますけれ

ども、５回にわたって、どれか１つを高

齢者の方に選んでいただいて、ご参加い

ただきたいというところで考えていると

ころでございます。 

 こちらの教室の開催に当たりまして

は、事前の説明会を実施させていただい

て、まず使い方に慣れていただいた上で

使っていただくというところで進めてい

きたいと考えているところでございま

す。 

 続きまして、８ページをご覧いただけ

ればと思います。諮問の３になります。

「（仮称）認知症検診の開始について」

でございます。仮称とさせていただいて

おりますのは、なかなか認知症検診とい

うと、やはりイメージ的に深刻に受け止

めるようなものになってしまったりです

とか、なかなか受けにくい人も出てくる

かなというところがございますので、受

けやすいようなものをつくっていきたい

というところで、名称としてはこのよう

な名称を考えているところでございま

す。 

 目的でございます。認知症の早期診

断、早期からの支援につなぐことを、こ

の検診によって実施できればというとこ

ろでございます。それとともに、正しい

知識の普及啓発というところも、こちら

の検診を通して理解していただきたいと

考えているところでございます。 

 今年度の対象につきまして、７０歳の

方を考えています。チェックリストとい

うものをまず送らせていただいて、そこ

で点数が２０点以上の方ですとか、あと

は点数的には心配がない方であっても、

希望される方は検診を受けていただける

ような体制を整えていきたいと考えてご

ざいます。 

 具体的な流れ、仕組みにつきましては

９ページをお開きいただければと思いま

す。Ａ４の横の資料になります。 

 予定しているところでは、本年度１１

月頃に検診の案内を、７０歳の対象者、

約８，３００名ほどになるのですけれど

も、８，０００名ほどの方に送らせてい

ただいて、実施していきたいと考えてお

ります。 

 具体的な検診の中身につきましては、

１２月以降、検診を実施していく予定で

ございますが、１つ目は個別検診、真ん

中のところに２つ目の集団検診を実施し

ていきたいと考えています。希望制とさ

せていただいて、いずれかを選んでいた

だくというところを考えてございます。

プライバシー等ございますので、そのよ

うなこところで個別検診の流れの中であ

ったり、もしくは気軽にまずは行きたい

というお声にも応えられるように、集団

検診という形でも実施していきたいと考

えてございます。 

 今後といたしましては、この検診をさ

せていただく際に、社会的支援のニーズ

のチェックを併せて実施していきたいと

考えてございます。このニーズの確認チ

ェックによりまして、医療であったり、

福祉の需要がその方に合うかということ

を確認させていただいて、検診後の支援

に結びつけていきたいと考えているもの

でございます。 

 集団検診におきましては、製薬会社の

エーザイの「のうＫＮＯＷ」という、脳

の健康を測定するものがあるのですけれ

ども、それによりまして、認知度の確認

をさせていただくようなものも導入した
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いと考えているところでございます。 

 こちらの検診費用に関しましては、東

京都の補助金という形でお金が出るよう

な形になっているところでございます。

東京都の規定の中ではまず検診事業を実

施するところについては出る形になって

おりまして、検診後の支援については、

東京都の仕組みの中にないところではご

ざいますけれども、足立区といたしまし

ては、検診後のフォローのところが非常

に重要だと考えてございますので、検診

後のフォローの部分につきましては、都

の部分ではなく、区の財源から経費を支

出して実施していきたいと考えていると

ころでございます。 

 検診を受けられた後の支援、フォロー

の部分でございますけれども、医療のニ

ーズがある方に対しましては、訪問看護

ステーションによる支援であったり、認

知症疾患医療センターによる支援を実施

していきたいと考えてございます。訪問

看護ステーションによる支援につきまし

ては、期間としては最長６か月間にわた

りまして、電話であったり、面接であっ

たり、訪問させていただくところで、し

っかり医療のニーズのある方の支援をし

ていきたと考えているところでございま

す。そちらについては、なかなかお一人

では病院に行けないという方には、訪問

看護師が付き添って、同行して、しっか

り医療を受診できるような、つなげられ

るような取組をしていきたいと考えてい

るところでございます。 

 一方で福祉のニーズがある方に関しま

しては、区内に２５か所ある包括支援セ

ンターのほうでしっかり個別の支援をさ

せていただいて、支えていくような取組

を進めていきたいと考えているところで

ございます。 

 最後に、併せまして、そのような支援

を進めさせていただきなら、一定期間経

過後にはフォローアッププログラムとい

うものを設けさせていただきまして、先

ほどのエーザイの「のうＫＮＯＷ」を使

ったりですとか、様々な健康講座を通し

まして、検診後につきましても、それぞ

れの高齢者の皆様個別にしっかりフォロ

ーできるような体制を整えていきたいと

考えているものでございます。 

 引き続きまして、１０ページを御覧く

ださい。諮問の４でございます。こちら

「地域包括支援センターの委託業務評価

の実施について」でございます。こちら

令和４年度に本格実施に移らせていただ

きたいと考えているものでございます。 

 １１ページをお開きいただければと思

います。具体的な中身の案でございま

す。こちらしっかり計画を立てた上で、

委託業務を実行して、足立区で評価す

る、そして年度ごとにしっかりホウカツ

の委託業務を検証させていただきなが

ら、次の年につなげていくようなものを

想定しているものでございます。 

 足立区における評価でございますが、

右の半分の部分でございます。こちら国

のほうでも厚生労働省が評価の項目を定

めているものがございますけれども、足

立区においてはさらにそれを発展させた

独自の項目を設定させていただいて、委

託業務の評価を実施していきたいと考え

ているものでございます。 

 中身は大きく３つになりまして、「委

員評価」、それから「実績評価」、「取

組評価」の３つでございます。まず「取

組評価」と「実績評価」、この２つにつ

きまして、担当所管の職員のほうでチェ
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ックをさせていただいた後に、学識等外

部の方を入れた委員の皆様が評価をして

いくような流れをつくっていきたいと考

えているものでございます。こちらにつ

きまして、毎年度、しっかりＰＤＣＡサ

イクルを回しながら、確認を取りなが

ら、ホウカツのさらなる区民の皆様のサ

ービスの向上につなげていきたいと考え

ているものでございます。 

 こちら諮問についてのご説明、概要は

以上でございます。お願いいたします。 

○酒井会長 

 ありがとうございました。今、諮問１

から４について詳細なご説明を頂きまし

た。それについて質問や質疑応答をして

いきたいと思うのですが、質問等いかが

でしょうか。 

 では、私からよろしいですか。諮問１

について、２ページを今、見ているので

すけれども、令和元年、令和２年、令和

３年というふうにステップを踏んで進め

てきていただいていると思うのですが、

今年度の利用促進どうするのかというこ

とだと思うのですが、これまで令和元年

から３年進めてきて、実際この利用促進

として、どういったものが必要になるの

かという点で、具体的に肌で感じた点、

その辺り、もしお伺いできればと思いま

す。 

○柳瀬地域包括ケア推進課長 

 今、会長よりご質問いただきました、

この間の利用促進と申しますか、感じた

ところといたしましては、実は医師会様

であったり、様々な各団体様におかれま

しては、登録の勧奨をしてきていただい

ているところで、登録数は順調に伸びて

いるところが見て取れているところでご

ざいます。一方で、登録をしていただい

ても具体的に、実際の運用のところで、

在宅医療に熱心に取り組んだ先生の中で

物すごく使われていたりするのですけれ

ども、まだまだ広がりが足りないという

か、残念ながら感じられない部分もござ

いますので、効果的な活用法であったり

ですとか、そういうところをしっかり区

としてもご説明させていただきながら、

広めていくことが必要なのかなと感じて

いるところでございます。 

○酒井会長 

 ありがとうございます。実際、アプリ

といいますか、それを目にして有効性が

確認できないとなかなか進まないのかな

というので、その実際の有効性を見てい

いただく機会というものを与えていけば

いいのかなと感じました。 

 ほかに無いでしょうか、手を挙げて、

ということですね。 

○鵜沢委員 

 居宅介護支援部会の鵜沢です。よろし

くお願いいたします。 

 今、在宅介護の現場でも、まだスター

トしたばかりで広がりはこれからという

ところだと思います。どうしても新しい

ものに取り組もうするときに、使えば便

利なのですけれども、心理的なハードル

があったりして、広がるまでにはいろい

ろと仕掛けが必要なのだろうなと感じて

おります。ただ、使う際には便利な反面、

個人情報の問題は、過去にいろいろ問題

になっていたり、苦慮されたと聞いてお

りますが、あとはこれを使う課と法人さ

んで、各法人の考えで、職員、個人の持つ

端末で使わせるのか、これをやる、イコ

ール、24 時間対応を別に義務づけられる

わけではないですけれども、常に情報が

入ってくる状況に対して、法人として一
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人の職員の責任ではなく、法人としてそ

こをどうカバーしていくのか、運用に関

しては各法人がさらに検討しなければな

らないだろうと思いますので、この後、

活用が進むにつれ、そんな事例の紹介が

できる機会がいろいろな場にあるかなと

思います。 

ちょっと質問です。私も個人的にケア

マネジャーの業務をしていまして、使い

始めたのですが、非常に便利だなと思う

反面、例えばこの機能自体の本体ですか

ね、例えばＬＩＮＥのグループのイメー

ジで使わせてもらっていますけれども、

例えばケアマネジャーの業務だとしたら、

関係支援の意見をもらう。例えばサービ

ス担当者会議と呼ばれる介護保険上とケ

アマネジメントのプロセスの１つで、関

係者が関与しない、そんなことがありま

す。そのときに、このメディカルケアス

テーションはＬＩＮＥのグループで１つ

の意見をみんなでバッと共有ができるの

ですが、例えばこういう「サービス担当

者会議を開催します。いついつやりたい

のですが、どうでしょうか」という日程

調整機能みたいなものがついているかど

うか、まだ私、このアプリケーションを

全部細かく見たわけではないのですが、

もしそういう機能が既にあったらごめん

なさい。例えばそういうものがないとし

たら、今後使うに当たって、もうちょっ

とこのツールが、こうなったら便利だな

とか、そういったもの自体をアップグレ

ードですかね、それに対する意見という

ものは出せるものなのでしょうか。質問

です、すみません。 

 それからもう１つ。ネット上で使いま

すから、アプリケーションとして使うに

は、ｉＰｈｏｎｅ、ｉＯＳ上でしかまだ

アプリが、登録ができないという話を聞

いたのですが、Ａｎｄｒｏｉｄ上でも使

うことが可能になる予定でしょうか。 

○柳瀬地域包括ケア推進課長 

 今、委員から頂いたメディカルケアス

テーションに関する質問にお答えさせて

いただきたいと思います。 

 まず１つ目の改良・要望と申しますか、

様々な日程調整機能だったりというのが

できるのかというご質問だったかと思い

ますけれども、そちらにつきましては、

基本的にはエンブレース、会社のほうか

らこのシステムと申しますか、ツールと

して提供されているものでございます。

そうした中で、様々な要望と申しますか、

カスタマイズというか、そういうものが

できるかにつきましては、申し訳ござい

ません、ちょっと把握していない部分が

ございますので、確認をさせていただい

て、改めてご報告をさせていただければ

と考えてございます。 

 基本は先ほど申し上げたように、提供

されているパッケージのものになります

ので、無料で使えるものになっていると

いうところもあるので、正直なところ、

何か新しいものが付加できるかというと

ころは、難しいなとは思うのですけれど

も、確認はさせていただきたいと思いま

す。 

 Ａｎｄｒｏｉｄ、今、ｉＰｈｏｎｅだ

と使える状況、あとネット環境から使え

ます。Ａｎｄｒｏｉｄは使えなくなった

のですよね。なのですけれども、その後、

さらに、また使えるようになるかという

ところは、今後の動向は確認していない

ところでございます。 

○鵜沢委員 

 ありがとうございます。 
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○酒井会長 

 ほかにいかがでしょうね。 

○茂出木委員 

 民生委員の茂出木でございます。お伺

いしたいのですけれども、数年前に精神

障害を持った方の支援ということで、私

もちょっと関わって、他地区の方なので

すけれども、民生委員さんがすごく一生

懸命様子を見に訪問を続けてこられた方

がいらっしゃるのですね。その方が今、

要するに介護の方とか、お医者様とかい

ろいろな方が連携してやっていて、その

ときに連絡帳みたいなものがあって、要

するに様子をそれぞれが共有できる範囲

で書いて、それによってお互い連絡を取

っている。でも今、こういうＭＣＳのよ

うな形でのオンライン化という連絡の手

段が今後できるから、今動き始めている

から、「そうなったら楽しみだ」という話

をされていて、「そうなったらいいわね」

という話をされていたのですね。 

 それで今、ここまで進められてきて、

ここの中に、民生委員さんが関わってい

たときに、個人情報なんかがあるので、

民生委員さんとしてはどんな形でこうい

うＭＣＳの中に関われるものなのか。そ

の方は、仕事に行く前に顔を出しては、

仕事に行っていたようなのですね。です

から、その方は退任されていますけれど

も、後の方にちゃんと引き継ぎますから

ということで、私には報告があったので

す。けれども、私たち民生委員としては、

こういう個人情報という観点で、どんな

関わり、実際に関われるものなのか、ま

た別な形での情報を私たちには寄せても

らえる形になるのか、ちょっと気になっ

たものですからお伺いしたいと思います。 

○柳瀬地域包括ケア推進課長 

 ＭＣＳだけではないのかもしれないで

すけれども、情報共有のところ、個人情

報も絡むところでございます。例えばＭ

ＣＳに関しましては、ご本人、やり取り

する個人情報を使う方の同意を事前に書

面で取らせていただいたりという形で運

用しているところでございます。併せて

区におきまして、個人情報のところでは、

個人情報保護審議会の承認を得た上で、

区の職員であったり、委託している各地

域包括支援センターでも扱えるような仕

組みとしているところでございます。 

 今後ＭＣＳに限らず、民生委員の先生

方とどういう形で情報共有がスムーズに

できるかというところが、引き続き私ど

もの課題かと考えてございますので、

様々なツールも含めて、やり方等もしっ

かりご意見聞きながら、検討させていた

だきたいと考えてございます。 

○酒井会長 

 よろしいですかね。そのほかいかがで

しょうか。多少余裕があるので１に限ら

ず。 

 私からよろしいでしょうか。諮問３に

ついて、「認知症検診の開始について」の

ところなのですけれども、今、９ページ

を見ています。スキームですね。左一番

上にある検診案内を８，２７６人で、そ

して実際に希望を受けて、個別検診、集

団検診を受けると出ているのですけれど

も、まず計５００人という、８，２７６人

の下に５００人とある。この５００人に

なるのは、これはある研究報告による計

算によってこれぐらいであろうという数

字かと思うのですが、８，２７６人に検

診案内を出して、どれだけの人がこのチ

ェックリストの２０点以上のチェックを

して、そして希望されるかというところ
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に関わると思いますので、検診案内から、

「じゃあ、検診してみようか」というと

ころにいくまでのこの点についての案、

対策と言ったらいいか、その点はどのよ

うな動きになっているのでしょうか。 

○柳瀬地域包括ケア推進課長 

 検診案内は御覧いただいた高齢者の方

には、どのぐらい受けていただくかとい

うところの方法であったりとか、周知の

部分かと思いますが、そちらにつきまし

ては、まず名称のところを、認知症検診

という名前ではなくて、気軽に受けてい

ただけるような、ご心配のある方が受け

たくなるような名称であったりですとか、

案内用リーフレットを作成したいと考え

てございます。そういった中で受けやす

い環境というところでは、先ほどの説明

と重複いたしますけれども、個別検診と

集団検診を組み合わせるという形で、い

ずれかご本人にとって負担のないもの、

例えば身近なところでプライバシーを守

って、なるべく知られたくないという方

も中にはいらっしゃるかと思いますので、

深刻な方でも身近に受けていただける個

別検診であったりですとか、もしくは、

何か先ほどカードゲームと申し上げまし

たけれども、「のうＫＮＯＷ」というツー

ルを使って、気軽に健康度測定を併せて

行っていただくですとか、あと集団検診

の中では、健康ミニ講座というものを企

画してございます。様々な周知につきま

しては医師会様とご協力いただくという

ところで調整しているところでございま

すけれども、先生方のご意見等も聞きな

がら、どういうやり方をすれば、より多

くの区民の方に受けていただけるかとい

うところはしっかり研究しながら、その

辺り周知のほうに努めていきたいと考え

ているところでございます。 

○酒井会長 

 ありがとうございました。せっかくで

すから。 

○大口委員 

 高崎健康福祉大学の大口と申します。

皆さん、よろしくお願いいたします。地

域包括支援センター運営協議部会の副会

長をしております。今回の諮問の１と、

介護予防の諮問２について、質問という

か、どういう感じなのかというお伺いし

たいことがございます。 

 メディカルケアステーションの活用促

進ということだと思うのですが、今はコ

ロナがありましたとおり、どのような形

で活用していくのかというところ、個人

情報だとか、地域の関係者の方とかも視

野に入れていくのか、いろいろ話が出て

くるかと思います。個人情報を守ってい

くことも大事ではあると思いますが、個

人情報を有効活用するということも大事

だったりする中で、今後の方向性として

活用を促進するために、記録が残るタイ

トルを、仕組みだと思いますので、うま

く１回目のモデル事例が、好事例みたい

なものが、この運用する中で出て来たり

したならば、それを言わば幅広く活用促

進していく１つのものとして広く事例と

して、こんな形で活用ができていました

というところも、反省だけでなく、前向

きな形で見せていくような方向性がある

のかどうか、ちょっとご質問したいと思

います。 

 あとオンラインを活用した介護予防に

ついてですが、具体的に３０分間でのＺ

ＯＯＭでの体操教室などを、２０人対象

に実施するという形になっていますが、

ここの部分、今後の展望で実際の検証を
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行っていくという形があるかと思います。

イメージとして３０分実施したら、その

回線が切れてしまうのかな、そんな感じ

ではないと思うのですが、実際に体操教

室だけではない、いろいろなニーズが参

加される方々がいる中で、３０分たって

２０名のうちの５人か６人が残って、少

し話をするようなセッションする時間だ

とか、そういった実際の参加された方々

が体操だけではないいろいろなことを、

ＺＯＯＭだと通じてできる可能性みたい

なものも、言わば反省点、検証の中に入

ってくるのかということ、この２点につ

いてお伺いできればと思います。 

○柳瀬地域包括ケア推進課長 

 メディカルケアステーション、まず記

録が残るようであれば、それを活用して、

個人情報ではあるのですけれども活用し

てというところで、ご意見を頂いたかと

思います。そちらにつきましては今後し

っかり検討させていただいて、どういう

形で生かすことができるかというところ

は担当のほうで考えさせていただいて、

医療や介護の関係者の皆様と協議させて

いただきながら進めていきたいと考えて

ございます。 

 ２問目のオンラインを活用した介護予

防のところで、ＺＯＯＭのアプリで会話

ができるような取組について検討しては

どうかというところで質問だったかと思

います。こちらにつきましては、まずは

３０分、運動というところで、試行で実

施させていただきます。今回やらせてい

ただくのですけれども、その後、どうい

う形でさらに対話だったりですとか、あ

とは今回単発なのですけれども、これを

継続していけるようなところもぜひ取り

入れたいと考えておりますので、この仕

組みの中でこういう中身にできるかはし

っかり検討していきたいと考えてござい

ます。 

○酒井会長 

 ありがとうございます。そのほかいか

がですかね。 

○松井委員 

 大内病院の認知症センターの松井と申

します。私は認知症部会のほうに委員と

して参加しております。先ほど酒井会長

のほうから、今年から始まる検診事業と

いうことでご質問があったかと思うので

すが、認知症・介護のほうで少し進んで

いる話について補足させていただきます。 

 足立区ではこれまで気づきのチェック

リストを高齢者の方に郵送でお送りして、

文書面の悉皆調査というのですかね、お

送りして、それでホウカツのほうが１個

１個当たって、個別に訪問して認知症を

早めに見つける取組があったのですが、

ちょうど都のほうから補助金が出るとい

うことで、ここにあるとおりなのですが、

７０歳の高齢者８，２００名ですかね、

いらっしゃるのですが、まだどのくらい

の方が、住民の方の中に認知症の方がい

て、予備軍でいらっしゃる方がいて、と

いうのがよく分かってないのですね。 

 ですから、広くこの取組として検診、

血液検査で検出するときに認知症の検診

をして、今、地域で、足立区のほうで住ま

われている高齢者がどのくらい認知症の

方がいるか、まだ分かっていないのです

ね。検証を行うことで実際に案内を出し

て、会場に来ていたり、個別とかですね、

もちろんここに書いています全然来ない

方もいると思うのです。多分今年はやっ

てみて、どのくらいの方が来ていただけ

て、どのくらいが集団に来て、どのくら
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いが来ないかと。 

 恐らくまだ入口のところだと思うので

す。のうＫＮＯＷという話が、まずその

スクリーニング検査をして、予備軍がど

のくらいいるかと。恐らくもうクリニッ

クにかかっている方もいれば、認知症で

かかっている方も中に入っていると思う

のです。その中にまだ全然ひっかかって

いないと言うのですか、これまでの気づ

きのチェックリストにひっかかっていな

い方たちがいて、その方たちが区のほう

でどのくらい高齢者がいるか分かってい

るので、全体として悉皆調査に近い方法

なのでしょうか。予備軍の方がどのくら

いいれば、というところからまず入って

いければと考えています。 

 でも、区のほうではその後の事業です

ね、認知症の方は医療の関わりを深めて、

そうでない方は介護の関わりを深めてい

こう、これを繰り返していくことで区の

ほうで認知症としての検診が定着してき

て、足立区にいれば７０歳になったら検

診があって、一回は調べてもらえると。

必要あれば早めに介入してもらえる。介

入に関しては恐らく２年目以降になると

思うのですが、しっかりどんなツールを

使って、どんな働きかけをすれば、ここ

では電話調査だとか、いろいろな教室な

んかが計画されていると思うのです。ど

のくらいその方の認知機能というのです

か、自宅で生活したり、地域で生活でき

るかというのが、地域で生活することが

続けられるかどうか、その後の評価も含

めて、２年目以降になると思いますが、

まずやってみて、どのくらいの方が振り

分けられるかを見つつ、都の予算ででき

る部分と、足立区でできる予算というの

が分かってきて、次の段階に進むと聞い

ております。補足させていただきました。 

○酒井会長 

 この点、いかがですかね。 

○柳瀬地域包括ケア推進課長 

 ありがとうございました。そちらの認

知症検診は今年度初めてでございますの

で、やって検証した上で、どれぐらい改

善が図られているかというところはしっ

かり検証するとともに、従来からやって

おります介護予防チェックリストから把

握できる認知症の疑いのある方につきま

しても、しっかり地域包括支援センター

の実態把握訪問を通して、個別での支援

を続けるとともに、またさらにもの忘れ

相談のほうも、全ての地域包括支援セン

ターで定期的に実施しているところでご

ざいますので、様々な認知症に係る施策

を組み合わせながら、この検診を生かし

て区民の皆様の認知症のリスクを減らせ

るような取組をしていきたいと考えてい

るところでございます。 

○酒井会長 

 ありがとうございます。今の貴重なご

意見が、足立区の中で認知症、あるいは

認知症になりかけている、そういう人を

把握するということが一番大事というこ

とで、今回は７０歳以上の高齢者を対象

とするシステムになるわけですけれども、

今後こういったものを改善したり、新た

な展開に応じて、回数を増やしたり、変

えたりして、足立区の実像を把握してい

ければありがたいなと思います。 

 それからメディカルケアステーション

（ＭＣＳ）ですけれども、３ページの図

を見て、「ＭＣＳができること」と一番下

にあるのですけれども、今日頂いた資料

は、できることの欄がちょっとよく分か

らないというのがありますので、多分で
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きることの資料なりパンフレットがある

と思うのですけれども、これをできるだ

け足立区の皆さんに周知して、使えるも

のだというきっかけにしていただくもの

になるといいなと思います。 

○白川副会長 

 日本大学の白川でございます。遅れま

して大変失礼いたしました。私のほうか

らは１点、諮問２の「オンラインを活用

した介護予防について」ということで、

やはりなかなか対面で集まってというの

は難しい状況で、こうしたツールも使っ

てやっていくというのは非常に重要かな

と思います。まさしく大学のほうも、よ

うやく今年度から学生を学校に登校させ

て授業ができるというのが始まっていま

して、この２年間はまさしくオンライン

でやってきました。 

 そういう意味で、これはＺＯＯＭを使

ってということなので、ある意味同時双

方向的なやり取りができる形を意識され

てやってみようということなのかなと思

うのですが、例えば継続してやっていた

だくということを考えたときに、最初は

ＺＯＯＭで、例えば「もう少しこの辺は

腕を上げたほうがいいですよ」とかいろ

いろやり取りをしながらやってみて、そ

の後は例えば同じ体操をＹｏｕＴｕｂｅ

で見られるようにアップして、「この前

習ったやつだ」と言って、これだなと言

ってＹｏｕＴｕｂｅを見ると、区の職員

さんか誰かがこういう体操をやっている

画像が見られる。それを見ながら自分で

この前習ったやつだといってやると。そ

うすると、１回習って、その後その体操

をＹｏｕＴｕｂｅ見ながら継続できると

か、そういう同時双方向的な要素と、あ

とはオンデマンド的な要素というか、そ

ういうものを組み合わせてやっていくと、

継続性というか、その方の都合のいいと

きに体操を続けられるような、そういう

こともできるかなと思いますので、オン

ラインといったときに同時双方向が必要

な部分と、一方的と言うと変ですけれど

も、アクセスしていただければいつでも

というよさも一方であると思いますので、

その辺のコンビネーションというところ

も少し工夫していただけると、一回きり

ＺＯＯＭで受けたというのではなくて、

継続的な介護予防の運動とかを取り組ん

でいただけるのかなと思いますので、ち

ょっとご検討いただければと思います。

以上です。 

○柳瀬地域包括ケア推進課長 

 ありがとうございます。委員からご意

見頂いたように、様々なオンラインでの

講座を受けた後も継続して取り組めるよ

うなものを、今委員に頂いたご意見をし

っかり参考にさせていただきながら組み

立てていきたいと考えております。なお、

これまでも体操の教室につきましても、

教室の中だけではなくて、終わった後も

継続して取り組めるように、例えば、動

画のＤＶＤを配らせていただいたりです

とか、もしくは区のホームページのほう

で「あだち・らくらく体操」というものを

動画でも流させていただいているものが

ございます。その辺りの周知もしっかり

させていただきながら、オンライン１回

だけで終わってしまうものではもちろん

なく、委員ご指摘のとおり、しっかり継

続性が保たれるような取組を組み立てて

いきたいと考えております。よろしくお

願いいたします。 

○酒井会長 

 ありがとうございます。議題１はよろ
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しいでしょうか。 

 それでは、次に控えるのは議題２、報

告事項について、事務局から一括してま

ずご説明をお願いしたいと思います。 

○柳瀬地域包括ケア推進課長 

 それでは、議題２の報告事項１から４

につきまして事務局のほうからご説明を

させていただきます。よろしくお願いい

たします。 

 １２ページをお開きください。まず報

告の１でございます。「（仮称）江北健康

づくりセンターの概要について」でござ

います。こちらでございますが、令和４

年度の秋に着工予定でございますが、約

２年をかけまして令和６年度の半ば、秋

頃には竣工するような予定で整備を進め

ていきたいと考えているものでございま

す。 

 （１）の新施設のコンセプトでござい

ますけれども、基本コンセプトといたし

ましては、「もしも」に備えた医療・介護・

健康の拠点ということで、特にこれまで

はなかった医療と介護がしっかり連携を

取った取組ができるようなシンボル的な

建物、センターにしていきたいと考えて

おります。 

 併せて健康の部分につきましては、こ

のセンターの近くに女子医大、足立医療

センターが今年１月から開いているとこ

ろでございますけれども、そこともしっ

かり連携を図って、衛生部の江北保健セ

ンターがこちらの２階に入りますので、

そことも連携を図りながら、医療・介護・

健康が有機的につながるような拠点にし

ていきたいと考えてございます。 

 （２）の設計のコンセプトにつきまし

ては、３つ書かせていただいてございま

すけれども、まず日常の健康をしっかり

支えながら、非日常、このコロナ禍もあ

る意味非日常であったりですとか、今後

様々な自然災害等があった際に、支援チ

ームの受入れだったりも緊急的にできる

ような場にしていきたいと考えていると

ころでございます。 

 施設につきましては、恐れ入ります、

１６ページを御覧いただければと思いま

す。真ん中にイメージとしてございます。

ポイントとして３つですね。１つが左の

ところの「健康寿命を支える」というと

ころで、気づく、学ぶ、実践の３つのステ

ップで健康寿命の延伸に貢献するような

取組をしたいと考えてございます。続い

て下のポイント２のところでございます。

「高齢者の生活を支える」ということで、

これまでバラバラであったところを、医

療・介護の区の様々な組織を１つにまと

めさせていただきながら一体的な支援が

できるような拠点にしていきたいと考え

ているものでございます。中身としては、

「医療・介護情報・研修センター」、それ

から高齢者の方が安心して生活ができる

ように、「高齢者あんしん支援チーム」と

いうものを組んで、認知症であったり、

虐待などの支援を必要としている高齢者

へ、機動的に支援が届けられるようなと

ころにしていきたいと考えてございます。 

 併せて、今後ますます増えてまいりま

す在宅医療を受ける高齢者の方をしっか

り支えられるように、医療の側として「休

日当番医制度」というものを創設させて

いただいて、在宅医療の従事者の医師の

先生方のバックアップ、後方支援のほう

もしっかりしていきたいと考えているも

のでございます。 

 それから右のポイントの３でございま

す。先ほどの非日常の部分なのですけれ
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ども、「災害・感染症に備える」というと

ころで、地震であったり、浸水であった

り、それからコロナ等の感染症からしっ

かりと区民の命を守るというところで、

保健所をバックアップしたりですとか、

様々な災害対策に対応できるような施設

を備えていきたいと考えているものでご

ざいます。 

 概要は以上でございます。 

 引き続きまして１５ページをお開きく

ださい。報告の２でございます。「高齢者

のフレイル予防事業『食べてフレイル予

防』の実施について」でございます。こち

らですが、国のほうで求められている高

齢者の保健事業と介護予防の一体的実施

というところで、これまで保健事業とい

うのは、健康保険であったり、後期高齢

者医療、社会保険の様々な健康保険のほ

うでの高齢者に対する事業、それから介

護予防は６５歳以上の方に実施している

区の事業とかですけれども、こちらが一

体的にできていないことで効果的な取組

がまだ足りなかったというところがあっ

た中での、国のほうとしてそれを一体的

に実施していければというところで目指

しているものでございます。 

 具体的な取組としては、低栄養の方に

食の支援を通して健康になっていただく、

健康寿命を延ばしていただけるような取

組をしていきたいと考えているものでご

ざいます。 

 内容は大きく２点ございます。１６ペ

ージをお開きいただければと思います。

３のところで「令和４年度の実施内容」、

まず１つが（１）個別支援でございます。

こちらにつきましては、低栄養のリスク

が高い方、後期高齢者の健診で体重減少

があったり、またＢＭＩが１８．５未満

の方、低栄養とみられる方、低栄養のリ

スクが高い方に個別に訪問させていただ

いて、低栄養防止に向けての食の支援を

していくものでございます。こちらは管

理栄養士が高齢者それぞれのご自宅に伺

わせていただいて訪問であったり、電話

でも栄養相談等を受け付けさせていただ

いて、６か月間にわたって支援をしてい

くものでございます。 

 令和４年度につきましては、７５歳か

ら７９歳の低栄養予備軍に当たる方を対

象にというところで、さらにこの個別支

援を受けていただける、このプログラム

に参加を希望していただける、３０名を

想定しているところでございますけれど

も、まずこの３０名の方に支援をしてい

きたいと考えております。また、この３

０名の結果については、さらに地域に広

げていけるような取組、どのような取組

ができるのかというところは分析を重ね

ながら来年度以降に組み立てていきたい

と考えてございます。 

 併せて２つ目の取組でございますが、

１７ページ下段の（３）集団支援のとこ

ろを御覧ください。こちらにつきまして

は、通いの場に集まっている高齢者の方

に出向いて行って、その場で栄養講座で

あったりですとか、栄養相談であったり、

あるいは定期的な体重や筋力の測定をさ

せていただいて、広くフレイルの予備軍

だけではなく、広く一般の高齢者の方に

健康になっていただくための食の支援を

していきたいと考えてございます。令和

４年度につきましては、まず住区センタ

ー等の１２会場、区内の１２会場でこの

ような取組を実施していきたいと考えて

いるものでございます。 

 引き続きまして、２０ページをお開き



p. 18 

 

ください。報告の３でございます。「９月

の認知症月間の取組について」でござい

ます。足立区におきましては、他の自治

体でも実施しているところがあるのです

けれども、９月を認知症月間と設定をさ

せていただいて、様々なイベント的なも

のであったり、認知症の普及啓発、周知、

理解を深めていただくような取組をして

まいりたいと考えてございます。 

 今年度につきましても、昨年度コロナ

の中でなかなか大きなイベントは開けな

かったところであるのですけれども、区

内全域に様々な小さなイベントであった

り、もしくは民間の事業者と連携を図り

ながら、区内の商業施設等での普及啓発

というところで、ポスターの展示やＰＲ

であったりですとか、リーフレットの配

布等を今年度の９月に実施していきたい

と考えているところでございます。 

 ２２ページ、２３ページがＡ３仕様に

なってございますが、こちらは昨年度の

実施結果の報告を参考にしてつくらせて

いただきました。昨年度につきましては、

コロナの中で大きなイベントは残念なが

ら実施できなかったところではあるので

すけれども、区内全域におきまして、例

えば実施場所のイトーヨーカドーでござ

いますけれども、皆様が気軽に立ち寄っ

ていただけるような商業施設であったり

等にポスターであったり、リーフレット

の展示、それから様々な病院さん、介護

事業所様にご協力を頂いて、イベント等

を実施してきたところでございます。特

にリーフレットにつきましては、記載の

とおり１万６，０００枚が実際配布され

ているところでございまして、これは広

く区民の皆様にリーフレットを通して普

及啓発が図れたものだと考えているとこ

ろでございます。 

 それから２２ページの右側のところで、

この９月の月間中、昨年度は毎日ＳＮＳ

で発信をさせていただいて、それによっ

てホームページの閲覧数などの「いいね」

が増えていたというところがございます。 

 続いて２３ページでございますけれど

も、新たな取組としては、花王株式会社

様とコラボをさせていただきました。こ

ちらにつきましては、スキンケアであっ

たり、メイクのアドバイス等をさせてい

ただきました。また歯磨き粉をご提供い

ただいて、アンケートにお答えいただい

た方等に、回答していただいた方に歯磨

き粉をプレゼントして、歯磨きについて

も認知症においては非常に重要なものに

なってまいりますので、その辺りのＰＲ

もさせていただいたところでございます。 

 併せて大きな４のアウトリーチ、こち

らから出向いての展開というところでは、

地域包括支援センターの出張相談コーナ

ーを設けさせていただいたり、先ほど申

し上げた商業施設のほうで設けさせてい

ただいて、立ち寄っていただいた多くの

お買い物客の方に、区民の方にご理解い

ただくような取組ができたところでござ

います。 

 また２３ページの右側の、５のミニイ

ベントの実施につきましては、病院や介

護事業所、ホウカツにおきましては３９

事業所にご協力いただきまして、２２４

名と多くの方にイベントに参加していた

だいたところでございます。今年度にお

きましても、区内全域で様々な関係機関

を通して、認知症の普及啓発に努めてい

きたいと考えているものでございます。 

 続きまして２４ページをお開きくださ

い。報告の４でございます。「地域包括支
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援センター支援システムの導入について」

でございます。こちらの支援システムで

ございますけれども、現在、区と２５の

地域包括支援センターは、システム上つ

ながっていないという状況でございます。

区は区で様々な高齢者情報を持っており

ますし、各２５の地域包括支援センター

におきましては、それぞれ独自のシステ

ムを導入して高齢者の情報を管理してい

るところでございます。 

 そういった中では、実際に現場のホウ

カツでは、区民の高齢者の皆様の相談に

しっかりと乗る中では、詳細な要介護の

情報であったりがないと、なかなか適切

な支援がご案内できないという状況がご

ざいますので、区と２５の地域包括支援

センターを専用線で結びまして、高齢者

の情報がやり取りできるようなシステム

を令和５年の５月に導入したいと考えて

ございます。今はその準備段階でござい

ます。 

 こちらを導入することによりまして、

しっかりと区民の皆様のサービス維持で

あったり、業務を効率化することができ

ますので、ホウカツの業務の効率化もし

っかり図っていく中で、実態把握訪問等

の情報をキャッチしていきながら、区民

の皆様のサービスの向上につなげていき

たいと考えているものでございます。併

せて、こちらは専用線を使うことになり

ますので、しっかり個人情報を守った上

で、こちらのシステムの運用をしていき

たいと考えてございます。 

 イメージといたしましては、２５ペー

ジを御覧いただければと思います。真ん

中のところに区役所、地域包括ケア推進

課、本庁舎がございますけれども、こち

らの区の情報と、各地域包括支援センタ

ーの様々な相談記録等の情報が結びつく

ことによって、適切な区民への案内もで

きるということ、それから将来的にはし

っかりこのデータを活用して、各地域で

どのような介護の需要があるかですとか、

高齢者の需要があるかというところをし

っかり把握させていただいて、今後の高

齢者の効果的な施策に結びつけていきた

いと考えているものでございます。 

 ご説明は以上でございます。 

○酒井会長 

 ありがとうございました。ただいまの

報告事項についての詳細な説明について、

質問等ございますでしょうか。 

○鵜沢委員 

 居宅介護支援部会の鵜沢でございます。

報告４の中で質問なのですが、ホウカツ

というシステムなのですけれども、イメ

ージとしてデータの共有ということです

が、行政が中央にあって、２５か所それ

ぞれが２５か所とつながることができる

のか、そこも含めた全てのホウカツが、

全てのホウカツのデータを見ることがで

きるのでしょうか。 

○柳瀬地域包括ケア推進課長 

 今のご質問、データの内容でございま

すけれども、各ホウカツにおきましては、

ホウカツの圏域内の高齢者の情報を参照

できる、区が持っている情報の中ではホ

ウカツの圏域内の情報を閲覧して活用す

るという、情報が取れるという内容にな

っているものでございます。区のほうで

は一方で２５か所全域の把握ができるよ

うなものになるところでございます。 

○鵜沢委員 

 ありがとうございました。 

○小島委員 

 高齢者福祉施設連絡協議会の小島です。
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２点ありまして、１つ単純な質問です。

報告１のところで、江北健康づくりセン

ターの中に、大きな３のところに、「高齢

者あんしん支援チーム」というものがあ

って一体的な支援拠点の新設ということ

で書かれておりますが、こちらの支援チ

ームの機能というのは具体的にどういっ

たものなのか。この図を見ると基幹型の

地域包括支援センターがこちらに移転す

るという感じなのかというところと、あ

とは報告４の中の、このシステムを導入

するというところで、発展的に考えてい

ることがあったら教えていただきたいの

ですが。包括支援センターの職員が地域

を訪問する際に、何らかの必要最低限の

個人情報を持っていかざるを得ない状況

があると思うのですが、例えばスマホや

タブレット等の端末を持って、そちらか

らアクセスすることができるということ

であれば、単純に個人情報の紛失、及び

リスクがなくなると思うのですが、そこ

までお考えなのかどうかをお聞かせいた

だきたいと思います。以上です。 

○柳瀬地域包括ケア推進課長 

 まず１点目の江北健康づくりセンター

の高齢者あんしん支援チームについてお

答えさせていただきます。こちらの高齢

者あんしん支援チームにつきましては、

認知症、虐待などの支援を必要としてい

る高齢者に対応するような組織になりま

すが、そちらについては、現在調整して

いるところでは、現在本庁舎の中にござ

います高齢福祉課の高齢援護の担当部署

であったり、それから基幹の方に担って

いただいているところの虐待対応等の部

分、基幹ですとか権利擁護センター等を

含めて、そのような形で対応できるよう

な、同じフロアに入ることになりますの

で、機動的に対応できるような組織にし

ていきたいと考えているところでござい

ます。 

 ２つ目のシステムのところでございま

す。現段階のネットワークの中では、ま

ずパソコン、端末のほうを区から配付さ

せていただいて、施設内での運用を考え

ているところでございます。 

 先ほどタブレット等のご質問があった

かと思うのですけれども、それにつきま

して、まずは運用を５年間やらせていた

だいた上で、今後様々情勢も変わってき

ますので、５年以降のところで、どうい

うやり方ができるか、そういうところは

検討していきたいと考えているところで

ございます。 

○酒井会長 

 よろしいでしょうか。ほかにいかがで

すか。 

○白川副会長 

 日本大学の白川でございます。認知症

月間についてちょっと質問なのですが、

４０代、５０代ですかね、メインターゲ

ットにということで、私なんかもこの年

代で時々芸能人の名前が出てこないこと

があったりするのですけれども。この世

代がどういう行動パターンなのかという

のが大事かなと思いまして。イトーヨー

カドー系列のお買い物のところというと、

例えば専業主婦の方とかですと、普通に

お買い物のときにというのはあると思う

のですが、例えば男性で仕事の帰りも遅

くて、特に買い物をする予定もないし、

という方ですと、なかなか接触というか、

こういうものに触れる機会がないのかな

とちょっと思ったのですが、これは土日

とかも含めてもしやっているのであれば、

多少男性の方も家族と一緒に買い物に行
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くついでにこういうものに接する機会が

あるのかなと思うのですが、その辺りど

ういうやり方をされているのかお伺いで

きればと思います。 

○柳瀬地域包括ケア推進課長 

 今、男性であるとなかなか難しい、時

間的にも日中は難しいという内容だった

かと思いますけれども、この認知症周知

に関しましては、イベントによっては土

日も併せて開催させていただいたりです

とか、リーフレットの置く場所につきま

しても、スーパー等だけではなく、駅の

ところにも実は置かせていただいている

ところがございます。こちらにつきまし

ても結構持っていただけているような、

お手に取っていただけているような状況

でございますので、引き続き男性の方も

含めて広く周知できるような取組を進め

ていきたいと考えているところでござい

ます。 

○酒井会長 

 いかがですか。報告事項のところ、よ

ろしいでしょうかね。 

 それでは、最後になるのですけれども、

議題の３がありまして、「ＷＥＢ会議の

開催の検討可否について」、事務局のほ

うからお願いしたいと思います。 

○柳瀬地域包括ケア推進課長 

 それでは、議題３の「その他」でござい

ます。「ＷＥＢ会議の開催の検討可否に

ついて」でございます。こちらにつきま

しては、委員の皆様からご意見を頂けれ

ばというところで出させていただきまし

た。と申しますのは、こちら推進会議、こ

の２年間、残念ながら書面開催というこ

とでやってきたところでございますけれ

ども、コロナ禍についてはなかなか予測

が見込めないであったりですとか、また

新たな状況になってしまったときに、こ

の推進会議をＷＥＢ会議でできないかと

いうことをご提案も含めてさせていただ

ければと考えてございます。 

 委員の皆様の中におかれましては、な

かなか環境が整わない、パソコンであっ

たりタブレットであったり、そういうも

のがご用意できないという方も中にはい

らっしゃるのかなというところで、ＷＥ

Ｂ会議の開催の可否について、委員の皆

様のご意見を伺いながら検討していきた

いというところで、議題とさせていただ

きました。 

 全員がオンラインでＷＥＢ会議、ご自

宅であったり、事業所であったりと参加

するのも１つの考えとしてあるかもしれ

ませんし、一方で、例えば環境が整わな

い方については、区役所のある会議室に

集まっていただいて、そこで会に参加し

ていただく、ハイブリットの方式、２つ

併用してできるような取組もできるかと

考えてございます。様々なやり方を通し

て、できるのであれば、何らかの形で会

議を開催できれば、よりいいかと考えて

ございますので、今後、皆様のご意見を

伺いながら、ＷＥＢ会議等も検討してい

きたいと考えているところでございます。

よろしくお願いいたします。 

○酒井会長 

 ＷＥＢ会議について、ご意見いかがで

すか。 

 ＷＥＢ会議については、コロナとは関

係なく、これは使えるなというような感

じでかなり広がってきたかと思いますの

で、参加がなかなか不自由な方もいらっ

しゃるかと思いますから、参加が不自由

な方の手当等もしつつ、ハイブリットで

すかね、という形で進めていくというこ
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とがよろしいのかなと思うのですけれど

も、その辺りは具体的にどういうふうに

やるとか、既にあるのでしょうか。 

○柳瀬地域包括ケア推進課長 

 現段階でハイブリットと呼ばせていた

だいたのですけれども、具体的なところ

はまだないところではございますけれど

も、皆様のご意見をお聞きした上で、先

ほど申し上げたオンラインも活用したと

ころでできないかというところで検討し

たいなと考えているところでございます。 

○酒井会長 

 皆さんが集まると、非常に意見を出し

やすいなという側面も若干あると思うの

ですけれども、今日参加できなかった方

もオンラインならできるという方もいら

っしゃいますしね。そういった意味では

有用なものと思うのです。 

 では、これについては事務局のほうに

今後ご検討いただくということでよろし

いですね。いかがでしょう。 

○白川副会長 

 度々すみません。日本大学の白川でご

ざいます。私個人としては、ハイブリッ

ト型がいいかなと思っていまして、コロ

ナの状況も落ち着いているからといって、

自分がかからないという保証はないわけ

ですので、特にこの場は医療や福祉の関

係者の方がかなりたくさんいらっしゃる

ということを考えると、ご利用者様の方、

患者様の方との関係で万が一ということ

は、やはり避けたほうがいいという部分

はあると思います。そういう意味からい

って、リスクを回避するという意味で自

分はオンラインがいいということであれ

ば、自由選択ができたほうがいいと思い

ますし、あとは移動時間とかその辺りで、

わざわざ来るよりはオンラインのほうが

前後の仕事の関係で便宜がいいという方

もいらっしゃると。 

 逆に、オンライン環境の面というのは、

どうしてもあるのかなと思いますけれど

も、画面をオンにしなければ通信負荷が

軽くなったりとか、若干のやり様はある

のかなと思いますけれども、どうしても

整わないという方の場合は、少しの広め

の会議室で密にならないような配慮をし

ていただいて、お集まりいただくという

形のほうがよろしいのかなと、私個人の

意見としてはそのように思っております。

以上です。 

○酒井会長 

 よろしいですね。この会議室だと、毎

回多分できるわけですけれども、そうい

うわけには行かないと思いますから、Ｗ

ＥＢ会議というものも検討課題に入れて

いただきたいと思います。 

 議題１、２、３とあるのですが、ここま

で通してまだ私、話していないという方

もいらっしゃると思いますので、ご意見

いかがでしょうか。よろしいですかね。 

 それでは、本日はありがとうございま

した。ここからは進行を事務局のほうに

お返ししたいと思います。お願いいたし

ます。 

○神家満計画推進担当係長 

 酒井会長ありがとうございました。委

員の皆様におかれましても貴重なご意見、

ご質問頂きまして、誠にありがとうござ

います。途中、マイクトラブル等、多々至

らない点がありまして、大変失礼いたし

ました。 

 以上で本日の会議は終了となりますが、

最後に委員の皆様に事務連絡がございま

す。次回の足立区地域包括ケアシステム

推進会議でございますが、令和４年１１
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月１７日の開催を予定しております。ま

た改めてご案内をさせていただきますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。

また区から謝礼をお支払いする委員の方

で、書類がまだお手元にある方は、お帰

りの際にお手数ですが受付のほうへご提

出をお願いいたします。 

 それでは、これにて令和４年度第１回

足立区地域包括ケアシステム推進会議を

終了させていただきます。本日はありが

とうございました。 

 


